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　　　大会行事予定表

1．場　　　所　　産経会館（東京都千代田区大手町）

2．日　程11月17日（木），18日（金），19日（土）

乙行事日程　 下記の通り

行 事

大会（研究発表）

　〃
大会（研究発表）

岡田賞授賞式・記念講演

　（鈴木清太郎氏）

特別講演1．Eliassen：Current　Motion　of

　　　the　Front
　　2．藤田哲也：メソ気象学の最近の動向

懇親会　　　　　　　　（予定）

大会（研究発表）

日　　時
11月17日（木）

　〃

9．00－12．00

13．00－17．00

11月18日（金）

　〃

　ノグ

〃

9．00－12．00

13．OO－14．00

14．00－17．00

17．00

11月19日（土）　　9・00－12・00

都合により日程の一部を変更することがあります。

大会委員長小平　吉男

日本気象学会昭和55年度秋季大会研究発表内容一覧表

1
17日午前

　午後

18日午前

19日午前

第1会場
気　　 候

長期予報
総観気象
気象力学（数値予報）

台　　 風

災　　 害

気象統計
メソ気象
高層気象
ふ　く　射

第2会場
気象電気
雪，　　雨

　核

乱 流

放

測

応

射　能

　器
　用

34 、天気”7．一10よ
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日本気象攣会昭和55年度秋季大会研究発表要旨

第1会場第1日（17日）　9時～12時

　1・土屋　巖（気象庁図書）：気団経路よりみた近年

　　の日本の気候変動一1月について一（15分）

　さきに大循環の近年の変動を調べるために，北半球各

地の気圧の永年偏差を求め，1月におけるウラルからシ

ベリヤにかけての強い＋とベーリング海の一の傾向

が知られたが（集誌’59年10月），これに対応する日本の

1月の気候変動を50年間の北半球のHistorical　mapを

用いて，日本に到達する大陸気団の永年傾向との関係で

調べた．一般に，北極一満州一北日本の経路の気団では

寒冷となり，中欧一モンゴリアー日本中南部では温暖と

なるので，それぞれの度数によって厳冬・暖冬が生じ

る．近年の日本の1月は北と南で変化傾向が異なり，気

温は北で上昇，南でやや下降であるが，これは気団の経

路が中欧または北欧経由ですることが多いためと考えら

れる．

　2・　長尾　隆（研修所）：東岸気候と西岸気候の原因

　　（15分）

　大陸の西側では等温線は発散して間隔は著るしく大き

くなるが，反対に東岸では収束して間隔は狭ぐなつてい

る．この原因が大陸の東西における南北混合の大きさの

差によつておぎるものであることを示す．

　3・　長尾　隆（研修所）：6月10－11日のシンギュラ

　　リティ（15分）

　6月10－11日のシンギュラリティは4月6日，23日，

2月5日の場合等とは根本的に異なった性質を示すこと

はすでに述べた．

　ここではこれについて調査した結果得られた次の諸点

について報告する．

　1・　6月10－11日には本邦の南方洋上で高気圧が強ま

　　り，夏型の気圧配置が卓越するが，

　2・　6月8日，12日には南方洋上に前線が卓越する．

等の点が分った．ここではこれらに伴った気候要素の分

布の永年変化等についてのべる．

　4・長尾　隆（研修所）：シンギュラリティの永年変

　　化（15分）

　春の例会で太陽黒点数変化によっておこる気圧・気温

・降水量の偏差分布は，シンギュラリテイのような特定

の暦日の場合をとっても，月平均のパターンの場合でも

最も卓越する気圧配布の型が一定である限り同じである

1960年10月

ことを示した．この事は裏返して言えぱ，

　a）　シンギュラリティにおける気候要素の永年変化

　　が，

　b）それと同じ気圧配置をもつた時の，月平均気候要

　　素の永年変化と等しいはずである．

　　この点について調査した結果を報告する．　　　’

　5・須田　建（気象庁予報）：最近の暖冬について

　　（丑）（15分）

　500mb月平均を用いて，偏西流の北偏または南偏した

揚合の地上気圧及ぴ気温の分布形式を求めた．これと前

報の結果を比較し，最近の暖冬が1945年頃に始まる極東

の環流形式の変動（強風軸の北偏）によって起っている

ことを推定した．

　6・中田良雄（新潟気）：月平均気圧年変化の解析的

　　研究（15分）

　累年月平均値の年変化を対象とする．前に報告した気

温の解析と同様に，任意の月平均気圧を次のように分解

する．

　　　　P椛…P。＋Pα．観＋P秒α．惚＋P8α．m＋Pgα．勉

　ここに，P。＝P。（ψ，h，α）は場所に対する基準気圧

で，主として緯度ψ，高度h，およぴ地表環境因子α

の函数である．．P。は年周期成分，P孟。はその偏差で大

気およぴ地表の状態による，P・αは6カ月変化成分，

Pg。は3ヵ月変化成分である．各成分について北半球

亜欧半域内の分布を調べ，P・と・P孟αは静的変化，Ps、と

・Pg。は動的変化であることがわかった．孤峯の資料から

P・は地上500m位を境として上下で変化が相反する

が，他の成分は上層まで全く同位相である．前の気温の

結果と共に大循環の実相を示唆する．

　7・i須田滝雄（東京管区）：気象との関連から見た太

　　陽活動指数の統計的性質（第1報）　（15分）

　気象と太陽活動との関係については数多くの研究があ

る．著者はこの種の研究に当って太陽活動持数について

二，三の新しい特徴ある性質を知った．

　（1）黒点（S）とC　Index（C）との関係

　両者の関係は相関係数が小さいことから比較的密接で

ないと言われていた．

　著者は両者が直線でなく双曲線の関係にすることを見

出した．

55
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　これについてSから微粒子が飛ぴ出し地球に到達し

てC変化を及ぼす機構において簡単な幾何学的考察を

試み，この式の意味を検討した．

　著者の別の調査によれば気象には22年週期がふなり顕’㌧

著に現われているが，太陽活動指数では比較的明らかで

ない．

　そこでSとCについて更に細い解析を行った処，顕

著な22年週期が検出された．

　（2）CのSingularityについて

　約60年間のCの毎日の値について365日を基本週期

とする週期会析を行なった結果1年の整数分の1に当る

数カ月から数日に及ぶ数個の明瞭な週期を得た．

　これは気象におけるSingularityの有力な原因と考え

られる．

　（3）Sに対する惑星の影響について

　Sの変化は惑星による潮汐力の影響として説明される

という研究がある．

　これは前記の仮説を支持する例証の一つを加えたもの

と思われる．

　8・須田滝雄（東京管区）：上層風と気圧の日変化に

　　ついて（15分）

　上層風について高度1kmから22kmまでの日変化

を調べた．

　各層とも明らかな日変化を示すが，その振幅の上層か

ら下層に向って減少している．

　風向が順転していることと風速の変化が太陽活動と密

接な関係を示しているいとから，風の日変化は日射加熱

によりオゾン層下層にできる太陽低圧部が太陽とともに

西進し，24時間で地球を一周していると考えることがで

きる．

　この低圧部の位相は成層圏下部では正午過ぎに谷をも

っている魁下層に向って大幅なおくれを示す・

以上より見そ上層において顕著な気圧1日変化が推測

される．

　資料が少いので主として富士山におけるものを解析し

て，約3km以上ではオゾン層に対する日射の影響，そ

れ以下では地表面に対する影響により別の型の気圧1日

変化（πP、，SP1）がそれぞれの層内（％P1層，sP、層）で

卓越すると考えられる結果を得た．

気圧半日変化についてはPekeris等によれば，超高層

における気温分布が関係すると言われているが，高さに

よる位相の変化は極めて少なく，その振幅は電離層にお

ける電子密度（従って気温と考えられる）と正の相関が

あることが判った，

　これは前記の説に対する実証となると思う．

　9．曲田光夫（気象予報）：摂動法による500mb面の

　　延長予報について（15分）（スライド）

　第二近似までとった摂動法による北半球500mb面の10

日程度までのBarotropic延長予報の一例について述べ

る．又その間の運動エネルギーの保存則，角運動量輸送

の法則，一般流の変動等について老察した．

　10．小沢　正・藤田敏夫（気象予報）：本邦附近の高

　　度場の統計的予報（15分）（スライド）

　前回の報告にひきつずぎ，東半球の500mb高度場の

イサロバールの変動についての統計的性質を述べ，種々

な統計的予報式についての検討と本邦附近の500mb高度

の3日程度の予報を実施した結果を報告する．

第1会場第1日（17日）　13時～17時

　11．岡本雅典・力武桓雄・小島芳夫（研修所）：極東

　　付近の下部成層圏のじよう乱について（15分）

　1958年3月18日から3月23日にいたる1週間にわたっ

て，極東地域での300mb，200mb，100mb天気図，日本

付近での50mb，30mb，20mb天気図を作製し，各等圧

面上で収敏・発散域を可能な限り求め，対流圏上部と成

層圏下部のじよう乱の関係を明らかにする．なおこれら

のじよう乱とオゾン量の変化との対応をも検討する．

　12．　竹内衛夫（気象予報）：上層長波の傾圧性につい

　　て（15分）

　上層長波理論に於ける傾圧性の影響について，簡単な

モデルを仮定して，又風速の緯度方向のシアーをも考慮

56

して論じた．

　15・浅井富雄（気象予報）：大気中に於ける熱対流の

　　数値実験（15分）

　systematic　entrainmentとturbulent　exchan喜eに

よる周囲との混合を考慮に入れた高さ10粁余，直径数粁

の垂直気柱中に於いて生ずる熱対流の1ife　cycleを追跡

する．気温及ぴ水蒸気量に対して幾つかの垂直分布を仮

定し，周囲との間の温度差を下層に持つ静止の状態から

出発する．その後生ずる運動は次の2つの型に大別され

る．

　（1）10～15分の周期を持ったdamping　stable　osci1－

1ation．これはPerturbation　theoryから得られるもの

識天気”7．10．
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1にほぼ一致する．’

　　（2）発達段階から衰弱段階に至る各過程を含む1時間

程度の1ife　timeを持ったconvective　motion・飽和気

層の厚さ，その持続期間，凝結量は1apse　rate，相対湿

、度，地上気温等に依存する．

　14．　松本誠一（気研予報）：気圧場と運動場の相互調

　　節について（15分）（スライド）

　初期に興えられた気圧場と運動揚によって，慣性重力

波と気象学的に重要な運動（準地衡風的な均合いの揚）

とがどのような関連で生ずるかを調べた．与えられたじ

よう乱の波長が長い場合は，運動場が気圧場にf6110w

し・波長が短い場合は逆に気圧場が運動場にfollowす

る．

　なお熱と拡散の影響についても述べる．

　15・　相原正彦（気研予報）：大規模な傾圧大気に於け

　　る非地衝風成分の運動について（15分）

　数値予報に非地衝風成分を最も簡単にとり入れるため

には，運動方程式をそのままの形で使うのがよい．しか

し，このときNoiseが問題になる．Rossby　factorβ

が作用するような大規模な運動に対して，非地衡風成分

はこれまでの傾圧地衡風モデルの安定度に影響を与える

かどうか，また，それらはどのような速さで伝播するか

をしらべた．非地衡風成分の運動エネルギーの分配比に

ついても簡単にしらべてみた．

　16．　大西外史（東北大地物）：孤立した山の背後に生

　　ずるlee・waveについて（15分）

　Scorer＆Wilkinson（1956）は二層モデルの二次元解

を角により積分して，三次元の解を得て，1ee－waveが

孤立した山の背後にくさぴ状に広がることを理論的に求

めた．一方Crapper（1959）は風速一定の大気が孤立し

た山をこえるときの三次元解を求め，そめ結果は1ee－

waveは帯状に生じた．著者は前研究の解を応用し，こ

の問題を吟味した．その結果1ee－waveはくさぴ状に生

ずるが，その角は大気の安定度に関係し，風速一定のと

きは極限として帯状に生ずることが分った．

　17・栗原宣夫（気象予報）：数値解析からみた大気内

　　の摩擦力と熱のはたらきについて（15分）

　大気モデルに関する基礎資料をつくるために，IGY期

聞中の高層観測資料を用いて運動方程式と熱力学方程式

の数値解析を行なっているが，その解析結果に基いて大

気中の摩擦力と熱のはたらきを検討する。

　摩擦力は短い時間スケールで考えれば大気の中・上層

ではかなり小さいものと思われる．一方，非断熱効果は

十分に短い時間スケールで調べない限り，結果として生

ずる大きな垂直流の効果と一諸に熱の式に含まれる．大

気の熱的状態の変化を決定する要素の一つはこの二つの

効果の差でれる．これに関連して大気内の垂直運動につ

いて考察してみる．

　18・　朝倉　正（気象予報）・片山　昭（気研予報）：北

　　半球における冷熱源分布（第4報）（15分）

　前回に用いたモデルを改良し，地上摩擦を考慮に入れ

地形の効果も改めて北半球1000－500mbの冷熱源分布

を計算し，今までの結果と比較する．またエネルギーの

循環について報告する．

　19・加藤仁史（気象庁電計）：IBM704によるグラフ

　　表示について（10分）

　二次曲線をグラフの形で表示する方法を考えてみた．

このプログラムによればいろいろな関数関係を一目で分

るようにすることができる．

　20・　伊藤　宏・藤原滋水・新田　尚（気象庁電計）：

　　北半球バロトロピック予報による今夏の台風進路予

　　報の検討（15分）

　今夏の台風進路の予報結果をまとめてみると，約半数

については，バロトロピックモデルで比較的妥当な進路

を予報できたが，残りはうまくゆかなかった．その原因

についていろいろ検討してみた結果について報告する．

　21・磯野良徳（気象庁電計）：500MB　Barotropic

　　予報による誤差分布（15分）

　500MB　Barotropic24時間予報の誤差について北半球

における月別分布を調べてみた．また相関係数の地域分

布を求めてみて誤差の原因について統計的な考察を行っ

てみた．

　22・　大河内芳雄（気象庁電計）：A．D．Pによる天気

　　図と入電資料について（15分）

　A．D．P．による天気図の精度と入電資料の数との関係

を調べた．入電資料の多い日は果たして予報精度が上が

るかいなかを毎日の相関係数（日報）と比較し，月別な

統計を調べてみた．

第1会場第2日（18日）　9時～12時

25・　富岡四郎（福岡管区）：台風圏内の気象要素の分

　布（第2報）（15分）

1960年10月

　（1）台風圏内の気圧分布（またわ等圧面高度分布）は

一般に円型として取り扱われていることが多い．しかし

37
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ながら，実際には，少しずつ偏形したいろいろな型の分

布がみられる．ここでは円型・楕円型始め中心のずれた

もの，離心率の変動あるものなど，数種の型の分布式・

図・渦度分布を示す．

　（2）摩擦層内で円型低気圧の場合の定常で，偏向力，

気圧傾度力，摩擦力の項から成り立ち，円躊座標で表示

された大気の運動方程式に於いて，渦粘性係数

　％（去）m

とした際の一般解およぴ，窺のいろいろの値のときの解

について述べる．

　24．高橋喜彦・工藤知子（気研物理）：台風の上陸時

　　刻について（15分）（スライド）

　台風の本体（実際には暴風雨の部分にあたる）を中心

から半径150kmとみて，この本体が陸地にさしかかった

ときをもって台風の上陸時刻にとり，台風上陸の時刻別

回数を調べつつある．過去10年間調べたところでは，台

風上陸の回数は，夜間が昼間の約2倍となる．ただ1954，

55の2年だけは，昼間の方が夜間の約2倍であった．

　25．　荒川秀俊（気研予報）：台風の進路と中心示度の

　　統計予報（15分）（スライド）

　台風の進路と中心示度を統計的に予報するため，地上

天気図による89点の気圧と，当日およぴ前日の台風の位

置と示度を関数として，将来の台風の位置と示度を計算

する一次式を出した．計算方式はMillerのscreening

Procedureを使い，7月，8月，9月，10月に層別して

予報式をもとめた．これらの予報式を1960年の台風シー

ズンに現業で使ってもらったが，更に改良を要する点の

あることも認められた．

　26．　竹内衛夫（気研予報）：台風の一予報法（第二報）

　　（15分）

　前報に引続いて，台風上層の各面の上昇気流，発散を

計算し，また，気圧傾向の場より，台風の速度，発達を

予報する方法を示し，若干の例について検討した結果を

報告する．

　27．　藤井辰男（気象庁予報）：伊勢湾台風の発達期の

　　解析（主として等圧面解析）（15分）

　低緯度地方の高層解析は等高度線解析よりも流線解析

が適当であると言われている．しかし流線解析には多数

の風の観測を必要とするために，現在では700mb面を除

いては解析が不可能に近い．従って伊勢湾台風の垂直的

各層の場の状態を検討するために，各等圧面の高度解析
　ヤ
　を行った．その結果によれば熱帯低気圧の発達の初期に
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は，熱帯低気圧の区域に500mb面まで渦動が認められる

が，300mb面では高圧域となっている．この熱帯低気圧1

は最盛期に達するまで高さをまして100mb面をこえてい・

る．また飛行機観測によれば，台風眼内の700mb面以下’

の層は発達期には乾燥しており，最盛期に入ると湿潤と．

なった．

　28．柳井迫雄（東大理）：台風発生機構の解析（その

　　1）（15分）（スライド）

　1958年7月マーシャル群島に特設された比較的密な高：

層観測網の中で偏東風波から発達した台風DORISにつ・

いて流線，等風速線解析に基く渦度，発散及び垂直流の・

分布及ぴその時間変動を詳細に議論する．一部は先に月

例会で発表したが，その後更に資料を集め得たので解析

層数を11層に増し，渦度方程式の各項について電子計算

機を用いて量的に吟味した．偏東風波が赤道収敏帯に侵

入してから台風となる2日半ばかりの間に，下層，中層

の渦度は3～4倍に発達するが，その主な原因は収敏に

よる渦度の集中である．中層，上層では垂直輸送が卓越

しているが，200mb面以上では立上り項により渦度の発

達を妨げられ，むしろ強い吹出し，時計廻りの流れが強1

くなる．

　29．柳井迫雄（東大理）：台風発生機構の解析（その・

　　2）（15分）（スライド）

　第1部の解析に引続き、偏東風波から台風への発達過

程における熱力学的解析を行った．初期のじよう乱は．

cold　coreを持ち，上昇域は全層にわたり冷却を示すが．

次第に上部から温暖化してwarm　coreに転化する．こ

の段階においては凝結熱が重要な役割を果しているとみ

られるので，温位及ぴ混合比の保存を調べ，放出された

熱量を計算した．また地上で観測された雨量との比較も

行う．偏東風波が変化して行く様子も合わせて論ずる．

　50・　渡辺次雄（研修所）：雨台風と風台風の災害理論

　　　（15分）

　台風にともなう雨量と最大風速の極大値には明らかな

逆相関があるが，これを量的に吟味し，災害論の立場か

ら雨台風と風台風分類の規準を与える．また，台風災害

を雨と風と高潮によると老えるとぎ，その要素の役割を

吟味した．

　51・　鈴木栄一（気研予報）：降水量分布の正規化と槽

　　　関係数（10分）

　　今井・鈴木の雨域相関構造研究の過程で対数変換によ

　って相関がどう変形されるかが問題となった．

　　ここでは降水量（％，）’）の相関ρが正規化された

寒天気”　7．10、

＜
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（ξ，η）のときρノになるとしたとき，ρとρ1の関

係を次の3つの場合についてもとめ，理論と実際が比較

された．

　（i）両者対数正規化の場合ρ＝（6－1）幅1（6ρ一1）で符

　　号かわらないが数値拡大される（1ρq＞1ρ1）．

　（ii）両者平方根変換の場合

　　ρ≒ρノ（ρノ＋24（α＋劣観）（δ＋9肌））／4・＋2（∬m＋α）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　勺／1＋2（勤＋δ）

　　て0，δは変換定数，翫，伽はそれぞれの中央値）

　1（iii）一方対数，他方平方根の場合も，数値拡大される

　　が，符号はかわらない．　（式省略）

　これらの結果は降水量以外のすべてに成立する．

　32・　鈴木栄一（気研予報）：降水量に関する統計的研

　　究（13）一雨域相関構造の統計モデルー（15分）

　10分間降水量，1時間降水量，6時間降水量の時間的，

空間的相関構造に対する統計的な統一モデルの1つとし

て時間的にも空間的にも一様な単純マルコフ型

　　　　　　　exp｛一た7＋1τ｝

　（々，1は定数，7は距離τはtime　la琴）を想定し

たとき，1を超越方程式の最小自乗法的解として算出す

る具体例を示し，かなり実情に合う結果が得られた．

　また降水継続時間の分布にについてものべる．

　53・　鈴木栄一（気研予報）：降水量に関する統計的研

　　究（14）一最大1時間降水量の比推定一（10分）

　年最大24時間降水量に対するその時間内での1時間最

大降水量の比瓦／ノ～24の極値推定のための資料が長崎の

永山盛善氏から送られ，質問されたので・一つの解として

ベータ分布での有限資料のときの極値推測方式を導き，

その母数のノ～24の増大に伴う変動性質を考慮し，同氏の

Envelopeに対する関数的表現ともにらみ合せ，比較的

妥当と思はれる推定値が得られたので報告する．

第1会場第3日（19日）　9時～12時

卜

　34・　千秋鋭夫（気研予報）：小じよう乱の数値解析

　　（15分）（スライド）

　1955年1月30日西日本を通過した前線に伴って発生し

た小じよう乱を解析した．資料として韓国，西日本，九

州各地の測候所等から送られた自記紙を用いた．じよう

乱はcoldhighcel1からなりその前面に最大瞬間
30m／sの突風が発生した．この地上解析を用いて，運動

方程式の各項のOrder　estimationを行った・High　ce11

は地衡風にしておよそ150m／s程度の気圧傾度を作った

『がこれとbalanceするものは風速の時間変化である．

運動方程式のResidueとして摩擦力を求めF富一hl7

を仮定して々＝2x10｝4を得た．これらを用いて垂直流

を推定したところ，この突風は強い下降気流であること

・が示された．

　55・　東京大学気象研究室：伊勢湾台風の雨域帯につ

　　いて（20分）（スライド）

　昨年9月下旬に襲来した伊勢湾台風について，綜合的

・な解析を行いつつあるが，今回は雨量分布を支配する因

子についての検討を行う．全国の雨量分布では山岳の存

在が第一の因子とみられるが，その時間変動は極めて広

範囲にわたり規則的な分布を示す．これは台風のBand

構造に伴う垂直流の分布に基ずくと考えらたるので，更

に関東地方について，レーダー・エコーと雨量自記々録

からBalld構造を吟味した．地上気圧，エコーの運動に

も対応するBand構造が検出される．台風時の総雨量は
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主として山岳部の強制上昇流によるもので決定されてい

ると考えられているが，Bandの通過時における雨量の

増加も山闇部では地上に比し極めて大きい．

　56・　渡辺和夫（気研台風）：台風の降雨帯と風の関係

　　（序報）（15分）（スライド）

　台風域内の風速分布は中心部に向って連続的に増して

いるわけではなく，突風も存在し，それがレーダー・エ

コーの分布と関係のありそうなことに最近注意が向けら

れだした．また台風眼周辺に見られる降雨細胞の動きか

ら最大風速を推定し，更に中心気圧の大ざっぱな値を推

定することも出来そうだ．

　57・　柳沢善次（気研台風），神沼克伊（東京理大）：レ

　　ーダーにより求めた台風域内の渦度分布（15分〉（ス

　　ライド）

　台風域内の渦度分布，降雨域分布等を一地点のレ肖ダ

ー観測により調査するため，レーダー・エコーの時間的

変化を種々の台風について調べた．

　セル状レーダー・エコーの移動は高度3～5kmの上

層風に一致することは多くの研究によって示されている

ので，今回は台風中心が東京附近を通過した5811，5821，

5832，5907について台風域内の渦度分布をレーダーエコ

ーの移動により求めた．

　58・土井謙二（福岡管区）：レイン・バンドの運動

　　学（15分）

　PPIレーダーでみたレイン・バンドの写真を統計的に
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調べた．パγドの走向，バンド及ぴこれを構成する個々

のセルの運動などは，地表から3000m附近までの風の

鉛直分布と密接な関係がある．特に大雨の原因になる停

滞性のバンドでは，風向の鉛直シアーが著しく小さいこ

とが特徴である・一方，レイン・バンドを大気波動と仮

定すると，small　Perturbationの方法で上の観測結果

を与えるような解を得ることができるので．この解の性

質についても二三の考察をする．

　39・正野重方・駒林　誠（東大理）：天気力學の構想

　　について（15分）

　近年気象力学及ぴ雲物理学はそれぞれ相当発達してき

たが，それらの間には大きなギヤップがあると思われ

る．即ち気象力学では古典的熱力学を用いる範囲にとど

まり，雲物理学では大気の運動についての考慮がたりな

い．一声レーダーによる観測やメソ解析によって降雨の

詳しい状況が記述されるようになったがこれらを整理し

統一的に取扱う理論的な根拠が充分に確立されていると

は言えない．

　ここに提案しようとする構想は以上のギヤップを埋め

降雨現象の解明に理論的根拠を与えようとする試みであ

って，仮に天気力学と名付けたものである．第1歩とし

て各各分野において今迄に得られた知識を綜合的に整理

し，問題点を明らかにする．

　40・北村正函（気研高物）：宇1宙線大気効果の研究

　　（皿）（10分）

　高層の気温変化の，地上の宇宙線強度（中間子成分）

に及ぼす効果の理論的老察は前回にのべられたので，こ

こではその関係式を用いて，台風の際の高層気温の変化

が，地上の宇宙線強度にどのように影響をおよぼすかを

計算する．

　41・石川業六（気研高物）：微粒子輻射と高層大気

　　温度との関係について（15分）

　微粒子輻射の強度を示す資料として地磁気惑星指数を

用い，国際地球観測年期間に観測された10mbに於ける

等圧面高度の日々値との相関を求めた．その結果はオー

ロラ帯附近の観測所に於けるものはわずかな正の相関が

あるが，低緯度ではこの関係がはっきりしない．また

1950年から5年間にわたる100mb，200mb，300mb各高

度に於ける等圧面高度の月平均値と地磁気惑星指数との

相関を調べたが，ごくわずかの正の相関を示すか，ほと

んど相関がないという結果が得られた．気温については

10mbのものは分散が大きいが，100mb以下のものは等

圧面高度のものと大差がない．
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　42．村井潔三・関原　彊（気象高物）：日射及び太陽

　　周辺光の分光観測について （15分）

　著者等は先に太陽に近接した周辺光測定のための器械！

をつくり若干の観測結果を発表したが今日更にひきつづ

き観測した結果につき報告する．直射光の分光測定につ・

いては大気の減衰係数の波長分布につぎ分子散乱をさし

ひき塵埃によるもののみを求めた．その結果は紫外部で

非常に大きく赤色部では波長勾配が非常にゆるやかにな

っており傾向としてはStair及ぴSmithsonianの結果

となっているがSmithsonianにみられる紫外部の異常

透明は見られない．周辺光の角度分布については太陽高二

度の低い所で紫外線分布が他の波長と逆の勾配をもつ

が，これは多重散乱の結果として説明される．その他周

辺光の角度及び波長分布につき論ずる．

　43・　佐藤隆夫て長崎大）：日出没時に於ける天空の

　　明るさに及ぼす二次散乱光の波長別役割（第2報）

　　（15分）（スライド）

　天頂に於ける天空の明るさに引続ぎ，高度30度及び6ひ

度の各方位についての結果を述べる．地上からの高さ・

一次散乱を受ける方向，波長別の役割の極大，極小の在

所を調べた．

　44．関原　彊（気研高物）：太陽活動とオゾン層につ

　　いて（15分）

　我が国のIGYオゾン層観測結果に基ずきその南圧の

勾配と太陽活動のFlare，磁気嵐との関係を統計的にそ

の関連を調べた．これらの周期分析によればAde1の措

摘している1週間半及ぴ2週間半の周期は必らずしも明

瞭ではない．太陽活動の異常とオゾン層緯度勾配の異常

との関係につきヒストグラムをかくと3～4日の間隔に

ピークが現われるがこれらに関し他のシノプティックな

現象との関係を調べて見る．

　46．　山本義一・笹森　享（東北大地物）：炭酸ガス

　　15μ帯の吸収（第2報）（15分）

　前報及ぴ笹森の研究で炭酸ガス15μ帯の吸収を個ぐ

の線の吸収から組立てて，Howard達の広いスリットを

用いた吸収帯全体にわたる測定結果とよく一致し，かつ・

圧力及び温度効果について実験の及ばぬ範囲まで吸収の

状態を知ることが出来た．よって第2報では15μ帯に

つき任意の波長範囲の吸収を計算しうるように，吸収帯

全体にわたって平均線間隔（約1．6cm｝1）毎の計算にも

とずいた曲線を報告し，かつこれらの実際に大気中の吸

収を計算する方法を示す．具体的例として665～670，

677．5～682。5及ぴ687．5～692．5cln－1の大気外に達す

、天気”7。10．
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るふく射の強度を標準大気を仮定して計算した．

　47・寺田シゲ子（東京実業高）：エーロゾルの粒径

　　分布及び吸湿性の差異が視程に及ぼす影響（15分）

　エーロゾルの粒径分布として今迄に得られた代表的な

分布を選ぴ，湿度によ，る視程の変化を算出した．その際

散乱係数としてPenndorf（1956）の値を用いた．

　福岡，熊谷等の視程の観測結果を整理して，計算結果

と比較した．それらの地点の視程を支配する粒子には湿

度によって散乱断面積を変えるものと変えないものとが

あることがわからた．また湿度の視程の関係の季節変化

の原因について考察する．　　，　　　　　　　　　∵一

第2会場第1日（17日）　9時～12時

　1・　内川規一（気象庁高層）：対流圏内の気象電気現

　　象（特に交換層の上下における変動）（15分）

　対流圏内における電位傾度及ぴ電気伝導率の変動につ

いて調査した結果について述べる．

　これらの要素の垂直分布は気象条件によって異なり，

特に交換層の上下において，電位傾度の急激な変動が観

測される．また，しばしば交換層内において空間電荷が

負の値を示すが，これらの現象は雲の生成に関連がある

らしい．気象的じよう乱によって交換層が破壊された時

の気象電気要素の変化の模様や，伝導率より求めた時の

気柱抵抗の変動についでも述べたい．

　2・　近藤五郎（地磁気）：対流電流の日変化（15分）

　空中電流場には伝導電流と対流電流がある．一般に伝

導電流は電位傾度と伝導度の積として計算され，直接的

にプレートに電流を受けて観測する場合には伝導電流と

対流電流の和が観測される．L（気Y・期間中に吾々は電

位傾度，伝導度並ぴに直接的方法による空地電流の測定

を行なったので，この対流電流を算出することができた

ので報告する．この度の結果では従来無視される程小さ

いものとされていた対流電流の値は意外に大きく，その

日変化は一応考えられ得る対流の気流の変化により説明

される．

　6・三崎方郎（気研高物）：イオン・スペクトラムの

　　測定（丑）（15分）（スライド）

　前回の学会では，イオンの移動度が0．2cm2／volt・sec

以上の範囲について，スペクトラムを測定した結果につ

いて述べたが，そのままの装置では，移動度は上記の値

が限界であって，より小さな移動度範囲に対しては，集

電極部の電場の乱れ等の原因によって測定できない．

　今回はより小さな移動度，即ち，より犬きなサイズの

イオンのスペクトラムを接続する目的で，直径12cmの

プローブを新作し，従来の直径の5cmプローブと交換

することによって，移動度0・002cm2／volt・sec迄測定が

可能となった．こうして得られた結果の数例を示す．

1960年10月

　4・　菊地勝弘・孫野長治て北大理＞：雪片の融解によ

　　る荷電（一皿）（15分）（スライド）

　前に霜片を実験室内で融解させると正1こ帯電すること

を報告した．実験室内では冷却済などの影響も考えられ

るので更に手稲山で天然の雪片が落下中に融解するとや

はり正に帯電することを確めたので，その結果を報告す

る．

　5・孫野長治・織笠桔太郎（北大理）：雨滴電荷の空

　　間電荷：に起因する空中電位について（15分）、（スラ

　　イド）

　電気をおびた雨滴がシリンダー状の空間に存在すを揚

合，その空間電荷による空中電位の計算結果を前に発表

した．ひきづづき，空間電荷の拡散を考慮に入れて計算

した結果，従来は雲中の電荷によるものと考えられてい

た空中電位中には雨滴電荷自身によるもので説明される

ものの多いことがわがった．

　0　孫野長治（北大理）’：手稲山の降雪の観測（15分）

　　（8ミリ，テープレコーダー）

　昨年並ぴに本年の手稲山における雲物理研究会の降雪

観測の状景を紹介する．

　7・孫野長治（雲物理研究会）：降雪の綜合観測（五〉

　　（15分）

　昨年に引績き1月下旬に手稲山で降雪の綜合観測を行

なった．昨年の経験に鑑み湿度の測定に特に注意をはら

い，また航空機を用いて雲底・雲頂をも測定した．その

結果，雪の成長域を氷に対する相対湿度90％まで拡張す

れば中谷のTa－Sダイヤグラムがよく天然雪にもあては

まることが確認された．

　8・大喜多敏一（北海道学芸大）：輻射霧の構造につ

　　いて（15分）

　1959，10月に新型のサンプラーを気球にとりつけて高

度300m迄の輻射霧の垂直構造を調べた．その結果厚い

霧の上層では積雲と同程度の粒子密度を持つている事，

霧の頂上にはごく濃度の薄いしかし比較的大きい滴の層
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がある事，又層雲と地上霧の共存する場合がある事等が

判明した．

　あわせて大滴の成長率を調べた所Langmuirの理論

で説明がつく事が分った．一方上昇気流速を考えて1959

年8月10日に観測した層雲内の大滴内の成長をやはり

Langmuirの方法で計算した所計算値と観測値の一致が

みられた．

　9・当舎万寿夫・市村市太郎（気研台風）：対流性雲

　　のレーダエコーについて（15分）　（スライド）

　夏季に発生する雷雨や駅雨のレーダー観測によって得

た結果の報告を行なう．レーダーによる雷雨と駿雨の判

定予報にはレーダーエコーの高度，過冷却高度及ぴエコ

ー頂点の温度等が考慮されねばならない．雷雨と騒雨の

高度比較をレーダーによって行なう方法をのべる．

　比較法として各種の補正量を用いて計算した．

　10．今井一郎（気研台風）：雨滴分布とZ・R関係（第

　　3報）（15分）（スライド）

　Z－R関係が気象状態によって著しくちがうのは，雨滴

分布が落下中に変化することが一つの原因である．前回

と前々回には蒸発による変化，風のシアーの影響などに

ついてのべたが，今回は雲粒補捉の影響を調べた．雲粒

補捉により分布の山は大粒の方に移動する．しかしZ－R

関係の変化は比較的小さいことが分った．これは一定の

Z－R関係がかなり長時間継続する事実と関係がありそう

である．

　11・　大内　浩（秋田大）：雨滴の粒径分布について

　　（皿）（10分）

　降雨の各瞬間毎の落下雨滴の平均質量0と瞬間降雨

強度Rとを，ろ紙法によって，2分おきに30回はかり，

この一と雨につき30対の∂とRについで両者間の関係

を統計的に調べた．（i）1092フ対10g　Rグラフ上では

この30個の点は直線状の細長い区域に分布し，109∂と

10g　Rの間にはほぼ1inearな統計的関係がある．（il）

10g∂と1091～の相関はかなり高い順相関で，相関係数

7は雨ごとに異なるが平均は＋0・8に近く，今まで筆

者の経験した40回ほどの降雨では7は総て＋0．5より大

であった．（iii）その中での特に小さい降について調べ

たことを報告する．

　12・佐粧純男・徳植　弘・塚田　清（気研物理）：落

　　下物体の周りの流れについて（序報）（15分）（スラ

　　イド，8ミリ）

　浮遊物体，例えば銀エナ粉末やchemical　d近usion

chamberの霧粒内に水滴や紙片を落下させ，それらの

周りの浮遊物体の軌跡を光電管によるフラッシ同調撮影

から気流の状態を調べた．

第2会場第1日（17日）　13時～17．時

　13・磯野謙治・駒林　誠・小野　晃・池辺幸正（東大

　　理）：冬期山岳地帯に於ける沃化銀無作為発煙によ

　　る増雨について（第2報）（15分）

　冬期の人工降雨の効果を正確に判定し，発煙に最適な

気象条件，効果域の変動等を調べるため本年1月から3

月にかけて群馬及ぴ奥多摩の2地区で沃化銀の無作為発

煙実験を行なった．結果の一部は前回に報告したがその

後解析を続け　（1）奥多摩では平均40％の増効果が認め

られた．（2）増雨量の大ぎい地点程雨水中の沃化銀濃度

が高い．（3）発煙点から増雨極大域までの距離は気温に

よって系統的に変化して20kmから50㎞にわたる．（4）

上層風が南分をもつ日には増雨効果が著しい．（5）自然

降水の少ない時には実質的降水は目標地域のみに生ずる

等の結果を確認した．

　14・磯野謙治・駒林　誠・小野　晃・池辺幸正（東大

　　理）：夏期山岳地帯の対流雲に対する沃化銀たねま

　　きの効果について（15分）

　世界各地で人工降雨実験が続けられた結果，冬期の沃
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化銀発煙が相当の増雨効果をもつことが広く認められる

ようになった．しかし夏期には降雨が局地的で変動がは

げしいため実験結果に差異が大きく，効果についての定

量的な評価が確立されていない．

　夏期の対流雲からの降水に適した実験計画を立てるた

め昨年度の奥多摩における実験結果を検討して本年7月

下旬同地区内に雨量（25地点自記），30分毎の雨水採集

（13点），粒度分布（7点），雲の写真撮影（4点），測風

気球（3点）の観測点をおき，沃化銀地上発煙による人

工降雨実験を試みた．6日間のうち5日にわたって午後

のしゆ雨があり充分な資料を得たので雨水中の沃化銀量

等解析結果をのべる．

　15・磯野謙治（東大理）：氷晶核自働測定装置につ

　　いて（15分）（スライド，8ミリ）

　前報告において各種氷晶核測定装置の特性について論

じたが，今回は最近試作を行なった自働式の氷晶核測定

装置について報告する．これは，従来の混合式，膨張式

の長所，短所を検討した結果，slow　expansion方式を

、天気”7．10．
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採用し，一13◎C，一15。C，（一18。C），一20。Cにおける

測定を約20分に一回行なうように設計されている．氷晶

の検出には砂糖溶液を用いその中に出来る結晶を写真撮

影する．この試作を行なっている途中で，Biggによっ

て自働測定装置が発表されたが」これは単一の温度（一

200C）における氷晶核を測定するものであるが，本装置

によれば氷晶核の性質を決定するために重要な温度スペ

クトルまで知ることができる．

　16・　磯野謙二（東大理）：降水による大気中の工エ

　　ロゾルの除去（15分）（スライド）

　雨による大気中のエエロゾルの除去については，これ

まで雨の洗濫作用として多くの人々によって論ぜられて

きたが，なお未解決の問題も多い．エエロゾルが雨水中

にとり入れられる種々の過程について再検討し，また人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ
工降雨の実験の際に得られた雨水中の沃化銀の濃度測定

結果，これまで他の研究者によって測定された雨水中の

諸物資の濃度測定結果を考察しの，エエロゾルが雨滴中

に入る機構について論ずる．結論として雨滴による洗濫

効果よりも，雲中で起る過程が重要であること，特に凝

結核及ぴ氷晶核として作用する粒子の除去効果の大きい

ことなどが得られた．

　17・　駒林　誠（東大理）：雲の降水効率及びエーロ

　　ゾルの除去効率（15分）

　全地球的な水蒸気及びエーロゾルの循環に降水のもつ

意義を知るためには，雨滴，エーロゾルの個々に生ずる

物理的過程と共に，雲内の流れの場によって地上へ輸送

される量が異なる程度を知る必要がある．後者の観点か

ら前回は自由対流雲の降水効率を算出したが，今回は種

々の場合について降水効率及びエーロゾルの雲空間から

の除去効率を推算する．高緯度地方，大陸気団，海面水

温最低の季節では水蒸気密度が小さいので単位雨量を生

ずるに必要な凝結空間が大きくなり雨水中の混入濃度が

高いことが推定される．雨滴が周囲より冷いために熱拡

散でエーロゾルを補捉する効果は雨滴が大ぎい程強く，

洗濫作用でえられる粒径・濃度関係はTumerの測定に

似て極小値をもつ．

　17．　宇津雄平・藤谷義保・佐野　裸（名大理）：稀薄

　　電解質水溶液の霧の凍結（第2報）（15分）

　氷晶数を電気的に記録する方法で凍結温度を測定し

た．電解質水溶液の霧（平均直径8μ）を低温槽に分散

させ，霧や成長した氷晶の混合物を赤熱した白金コイル

を通して吸引し，コイル上に衡突させ，その際に生ずる

白金線の温度変化による電圧変化をテ’一プレコーダーに

1960年10月
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録音し，ノイズ，霧滴及び氷晶に起因する種々の高さの

パルスを弁別回路により弁別し，種々の高さのパルス数

をカウンターにより計測した．その際の高いパルスを氷

晶に起因するものとして凍結温度を決定した．

　前回は陽イオンーNa＋，K＋，Ba＋＋，A1＋＋＋一に着目し

て実、験を行なったが今回は陰イオンについて1価一3価

のカリウム塩などについて凍結温度と濃度との関係を調

べた．

　19・藤谷義保・佐野　憬（名大理化）：氷晶核の氷

　　晶化温度に関するパラメーター（15分）

　氷晶核の作用機構としては従来，　1）氷の結晶構造と

の類似性（Langmuirの説），および，2）表面原子の分

極性（Wyleの説）にもとづくものに大別されてきた

が，いずれも典型的な場合にのみ成立し，すべての場合

にはあてはまらない．両者を包含させる方法として，氷

晶核物質の表面イオン強度と構成原子の電気陰性度の差

との積を取り，氷晶化温度に対して目盛れば，F・，0一，

S一，X一化合物がそれぞれの直線上に位置づけられること

を見出した．

　20．・高橋喜彦・相馬清二・工藤知子（気研物理）：氷

　　晶核測定法（高橋法）の改良について（15分）　（ス

　　ライド）

　高橋の氷晶核測定法（内面をすすでいぶしたプラスチ

ック容器へ空気を採集し，氷晶核をすす面上に沈着させ

たのち，氷晶をつくらせ，そたがとけて蒸発してあとに

残るすす面上の痕跡を数える方法）の操作にいくつかの

改良を行なった．すなわち，（1）一定量の空気をピスト

ンで容器内へ送りこむ，（2）容器のほとんど全面に氷晶

核を沈着させて，それらが全部氷晶をつくるようにし

た．（3）容器内の乾燥は冷却による，（4）ドライアイス

をつかう冷却槽の簡便化，（5）サーミスター温度計によ

る核化温度の精密測定．本年2月弘前で行なわれた沃化

銀発煙炉の沃化銀発煙個数の共同測定（文部省科学研究

費により人工降雨研究連絡会のメンバーが行なつた）に

参加し，この方法で測定した結果を報告する．

　21．　板垣和彦（北大理）：加熱式露点計による過飽

　　和度の測定について（15分）　（スライド）

　筆者が試作した加熱式露点計を用い四回にわたり手稲

山頂で観測をおこなった．同時に全含水量をカールフィ

ッシヤー試薬により測定した．また飽和していないとぎ

にはアスマン通風乾湿計とも比較測定をおこなった．こ

の測定時の条件ではいづれの方法にも数％の誤差が認め

られた．
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　四回の観測のうち二回は手稲山における雪の綜合的観

測と同時におこなった．アスマン通風乾湿計及ぴラジオ

ゾンデが飽和を示さない時に雪の成長がある例が認めら

れていたが，この場合筆者の装置では必しも不飽和では

なかった．　　　　　　　　　　　　“

　22・　内田英治（気研物理）：過飽和と凝結現象につ

　　いて（第1報）（15分）（スライド）

　Expansion　chamberとchemical　diffusion　chamber

とを作り，同じ空気を両方に入れて過飽和度を変え，霧

の出来る状況を比較して見た．この室内実験より大気中

における過飽和の生成と凝結のメカニズムについて考察

する．

　23・　丸山晴久（気研応用）：大気中の球状粒子の観

　　測（15分）　（スライド）

　流星塵には宇宙空間においてすでに微粒子として存在

しているものと，やや大きな粒子が大気圏に突入してが

ら高温となり融解して飛散してできた球状のものが考え

られるが落下粒子より後者のものを見出すことが出来て

meteor　showerの日を推定すること可能である． しか

し都市の工場，特に火力発電所からは同様のものが多くロ

出されているのですべて宇宙源とは限らない．

　24・　丸山晴久（気研応用）：流星塵と自然氷晶核に

　ついて（第2報）（15分）

　地球は10月から12月及ぴ5月から8月に多くの流星群…

の軌道を横切り流星塵により汚染される．前の期間につ

いては前日において報告したごとく，汚染された日から

約28日後に自然氷晶核は増加したが，今回報告する夏の

期間においても同様の結果をえた．

第2会場第2日　（18日）　9時～12時

　25・竹内清秀（気象庁測器）：接地気層のstability

　　mtioについて（10分）

　接地気層のstabilityを表わすのにstability　length

Lが本質的なものと考えられるが，実測からこれを決め

ることは困難であることが多い・それでstability　ratio

　　　　S（2）＝｛T（22）一丁（2／2）、／U2（2）

を使ってstabilityを表わすのが便利である，しかしS

とLおよぴ2との関係が明らかでないのでこれを明瞭

にし，Prairie　Grassその他の観測資料を使って図表な

どを作った．

　26・武田京一（九大農）：接地気層の乱流について

　　（15分）

　極く最近発表きれた接地気層の乱流の安定度に関する

Lettauの結果及ぴPanofsky，Blackadar及ぴMcVehi1

の結果は著者の理論によってよく説明されることを示

し，なお安定，不安定の極限における理論的考察の結果

をのべる．

　27・　根本　茂・徳植　弘・塚田　清（気研物理）：自

　　然風の模型実験（15分）

　比較的南風の強い日に，江の島の塔において，平均風

速およぴ風速の変動の高さ分布を測定し，一方，縮率

1／600の同島の模型について風洞実験を行ない，この両

者の平均風速の高さ分布，乱れの強さおび乱れのエネル

ギースペクトル分布の比較を行ない，模型実験の相似法

則について検討を行なったので，その結果について報告

する．

　28．相馬清二（気研物理）：気温の微細変動の測定
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　　について（15分）（スライド）

　大気下層での乱流による熱構造の研究のため，温度の

微細変動の測定を行なっていたが，従来より変動周波数

の高い雲の測定ゐ必要があってその装置の検討を行なっ

た．測温素子として，微小なThermistorあるいは直径

5μの白金線を使用し，増巾器としては野外実験の便宣

のためにトランヂスター直流増巾器を用いて，若干の予
　　　　　　　　　　ざデ
備的な実験を行なった』今回は主として測定方法につい

てのべる．

　29・伊藤直次（東京管区）：雪面における熱収支と

　　融雪について（1Q分＞

　融雪期に，雪面と同一平面上にそれぞれの反射率の異

なった金層円板を設置し，これらの温度の連続記録から

熱平衡を考察する．そして同時に行なった融雪量の実測

値との関係についてのべる．

　50．遠藤　浩（東京管区）：接地逆転の高さと強度

　　の推定について（15分）

　M．E．Berliandが最低温度予報に用いたた方法を発展

させて，夜間の放射冷却による接地逆転の高さと強度を

計算する式を導いた．大気を接地気層（気温変化の準定

常性が成立する層で，夜間は厚さが30m程度）と上層大

気とに分け，これらと土壌層の3層についての熱伝導方

程式を解いた．交換係数は接地層では直線的に変化し，

上層では一定と取られた、得られた解から，温度の鉛直

分布を，風速，土壌熱伝導度，初期（前日の夕刻）の気

層の安定度，夜間実効放射の様々の値について数値的に

計算し，逆転層の高さと強度とを求めた．得られた結果

、天気”7．10．
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を若干の観測事実と比較する．

　31・　伊東彊自（気研応用）：扇形煙の一観測例につ

　　いて（15分）（スライド）

　1960年2月17日500m上空から調布・三鷹・府中三市

塵埃焼却揚の煙突からの扇形煙を観測した．煙は嵐下方

向へ流れるが，かなり地形の影響を受ける

　52．　島貫　陸（東北大理）：乱流拡散における観測

　　時間の影響（15分）

　平均流を持つ乱れの場の中の一点で，有限の時間丁だ

け発煙すると，下流における煙の広がり方はこの時間丁

によって変化することが知られている．この問題は無限

時間の連続的な湧源からの煙を丁時間観測した結果に

関するものと同等であり，既に小倉博士によって論ぜら

れているが，その理論には論理的にやや妥当を欠く点が

見出されるので，ここでそれに対する新しい議論が提出

され，更に適当な乱れの性質の仮定に基づいて得られた

煙の分散についての結果が示される．この結果がら拡散

係数の値の平均時間による変化についての知識も得られ

る

　55・　伊藤昭三・横山長三（気象庁測候）：拡散に伴

　　なう沈着現象（第1部）（10分）（スライド）

　点源から数出されたVaPourあるいはSubmicronの

粒子が地物に・沈着する現象を考察する．沈着量は沈着速

度なる概念によって表現され，沈着面に固定している

Sublayer厚さδと射影面積比3／SとSublayerの外

でのVapourの濃度およぴ1ayerの中での拡散係数Z）

によって決定される．より大きな規模での沈着速度は地

表近くの乱流拡散係数を使って表わされこれは排除高の

面を通してVapour流束と考えられる．両者の関係を

求め定常状態では両者が等しくなることを示す．この場

合拡散方程式に対する地面の境果条件を具体的に与え

る．この境果条件のもとで解いた式の簡単なものについ

ては第2部でのべる．

　54・横山長之・伊藤昭三（気象測候）：拡散に伴な

　　う沈着現象（第2部）（10分）（スライド）

　蒸気またはSubmicron粒子の粒子が地表面のような

種々の大ぎさの，粗度をもつ表面を流れる揚合拡散によ

って沈着がおこる量を拡散による地表面近ぐのフラック

スによって求める方法を考え，＆嵩Z）十P2なる拡散係

数を用いて求めた拡散式から，1957年Windscaleの原

子炉事故における1－131の沈着量の分布について若干

の検討をした結果，坂上（1956）が提出した鉛直方向の

拡散巾β＝0・02λと横方向の拡散巾・4自1．5¢で説明で
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きることを報告し，鉛直方向の拡散係数が沈着を定める

特に重要なことをのべ，種々な形の拡散係数と鉛直方向

の風の分布を考慮した拡散式について計算器によって求

めた解の一部を報告する．

　35．佐粧純男・徳植　弘（気研物理）：大気中の浮

　　遊物体の運動に就いて（序報）（15分）

　大気中にシャボン玉を飛ばしその運動をストロボ立体

撮影によりしらべた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬1
　56．角　俊治（高層台）：気球の上昇速度と垂直気

　　流（15分）

　地上より30kmまでの各5km毎の層におけるゾン
デの上昇速度の資料を使って，浮力別に平均的な上昇速

度を求めた．この平均上昇速度からの偏差は大気の垂直

流及び，気球の形状，降水，浮力の誤差等によるものと

考えられるが，一応ここでは実測風から計算した垂直流

と比較し，更に高層の気象状態と対比てて見る．

　37．坂上治郎（お茶の水女子大理）：風船による拡

　　散実験1（10分）　（スライド）

　本年8月に朝日ビールKKがsponsorになって気象

協会主催で全国各地で総計48，000ケの風船を飛ばして拡

散実験を行なった　約10，000枚のカードが回収された．

その内富士山頂及ぴ東京附近で行なつたものの一部につ

いての解析結果を報告する．

　38．　坂上治郎・望月昌子・大矢根孝子・竹下寿美子

　　（お茶の水女子大理）：拡散実験に用いる浮力の少

　　ない気球について（10分）（スライド）

　拡散実験には浮力の少ない，最高上昇高度の低い気球

を，しかも多数短時間に飛ばす必要がある　多くの気球

を一定の総合浮力に短時間に揃えるのには如何なる方法

をとるべきかにつき調べ，まず気球の内圧と大きさ・形・

浮力の時間的減少，上昇速度，抵抗度等と基礎的に測っ

た．そして気球の胴廻りの大きさを一定にするだけで浮

力の偏差は20％位あるが，気球の自重の偏差を除くこと

にすれぱ3％程度に収めることが出来た

　39．　荒川秀俊（気研予報）：防霧網（20分）（スライ

　　ド8ミリ）

　筆者は“霧の深い場所におけるダム・コンクリート安

全打設についての研究会”の一員として，霧の発現をは

ばむため防霧網を使うことを考え，本年8月，日光の華

厳滝で実験をした．この予備実験によれば，防霧網は使

い方によっては，霧の侵入を防ぐのに有効であることが

実証された．
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第2会場　第3日（19日）　9時～12時

40・三宅泰雄（東京教育大）・猿橘勝子・葛城幸雄・金

　　沢照子（気研化学：）：放射性降下物（Sr・90とC8。

　　137）について（15分）

　現在にいたるまで放射性降下物（Sr－90，Cs・137）の蓄

積量，Cs437とSr－90の比，降下物と気象との関係に

ついてのべる．特に核実験の停止された1958年11月以降

におけるSr－90とCs－137の降下の推移についてくわし

く説明したい．

　41．三宅泰雄（東京教育大）・杉浦吉雄（気研化学）：

　　大気，海洋間のCO2交換（15分）

　D・W．Hoodと杉浦は，C1402をトレ’一サーとして，

℃02の浮水中への溶入係数を実験的に求め，0．315mg／

・cm2atm　minの値を得た．H．Craig（1957）はCO2

の大気中における平均滞留時間を7年としたが，この値

からCO2の溶入係数を求めると，0．55mg／cm2atm

lminとなる．

　従来，海洋の表面からの水の蒸発に関して海面上の風

速と渦動拡散との関係が論ぜられているが，その理論を

交換の問題に適用して，溶入係数を気相中の拡散係数あ

るいは風速と結ぴつけて論ずる．

　42・　小野　晃（東大理）：水の螢光について（20分）

　降水中の化学物質の分布及ぴその移動の様子を知るた

1めに，東京・群馬の両地方で20数点の観測点を設け，30

分毎の降水の採水を行なった．今回は降水中の蛍光につ

いての測定結果を報告する．

　降水中の蛍光物質の濃度は比較用の標準として用いた

ウラニン水媒液の濃度にして，10り6g／1～10『5g／1に相当

する範囲にあり，東京・群馬の両地点で著しい差が見ら

れなかった．蛍光物質の濃度の時間変化は塩素イオン濃

度の時間変化と良い相関が見られた．降水中の蛍光物質

は広い意味での雨滴の洗濫作用によると推定されるが，

蛍光物質の発生源及ぴ雨滴にとり込まれる機構等につい

ても考察を行なった．

　45・中村　勲（気象測器）：ロボット制御用水晶時

　　計について（15分）

　ロボット気象計の時間制御を行なう時計としては，高

精度で，かつ電力消費の少ないものが要求される．そこ

できわめて小さい電力で動作する水晶時計の2方式を開

発し試作を行なった．第1方式は従来のトランジスター

水晶時計のうちモータ部の消費電力が大きいので，これ

に新しい型の3相ステップモータを試作し，このモータ
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を駆動させるのに3安定マルチバイブレータを用いたも

のである．第2方式は分周部の電力も小さくするため角

型ヒステリシス磁心を用いたパルス方式を採用して，消

費電力をほとんど増加することなく超低周波まで分周

し，単安定スイッチ回路に入れて電磁石を動作させ，ラ

チエットで刻時機構を駆動するものである．

　44・　小平信平（気研台風）：レーダ雨量積算装置

　　（15分）（スライド）

　レーダ雨量の測定が瞬時値より或区域内の時間積分の

方が有利であろうということは今迄しばしば論ぜられて

きた　今回は蓄積管を用いレーダのPPI像を低速度

TV走査に変換した後簡単な計算回路により積算する方

式についてのべる．また，映像変換の結果低周波になっ

た信号を伝送に利用することについて簡単に紹介する．

　45・　田村昌進・津田直吉（気研測器）：重量式自記積

　　雪量計実地試験報告（ユ5分）（スライド）

　1958年10月の気象学会に発表し天気に掲載した重量式

自記積雪量計の機構の一部を改良し1959年各冬期高田測

候所構内及ぴ長野県上高地において実地試験を行なっ

た．その結果はほぼ良好であり実用に適することが判っ

たのでその経過を報告する．

　46・　荒井哲男（研修所）：気温測定の研究（15分）

　温度計で固体や液体の温度測定は100分の10Cまでも

測定が可能であが，気温の測定の際にはふく射による熱

の交換があるために現在我々の観測した測定値の精度は

分っていない．

　従がって温度計の示度は，感部の形，熱容量，ふく射

の強さ，風速等の函数となるが，温度計のおくれの定数

にふく射の項を導入することによってその関係を明らか

にして，おくれに対するふく射その他の影響，温度計示

度に及ぼすふく射と伝導の比率を求めて現用の温度計及

ぴ各種スクリーンを用いた観測値の精度とその改良につ

いてのべる．

　47・　三寺光雄（気研応用）・高橋克已・常用伸祐（気

　　研測器）：竹の蒸散と気象因子の関係について（15

　　分）（スライド）

　自然における植物の蒸散の測定，蒸散量と気象因子の

関連についての解明は，農業気象学的にみて，重要な課

題である．Thomthwaiteの蒸発散位の概念や，その測

定方法は，その後の生態系の水分経済を明らかにする上

できわめて大きな役割を果した．しかし，蒸散と気象因

、天気”7．10．
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子の関連については更に突込んで検討する必要があっ

た．今回の研究では，われわれが考案した，蒸散計，な

らぴに土壌水分計を使用して，竹の蒸散量の測定を試み，

更に二，三の気象因子についての検討を試みたので，そ

の結果について報告する．

　48．　籾山政子（気研応用）：世界の季節病カレンダ

　　ー（15分）（スライド）

　日本各地域の戦前，戦後の季節病カレンダーの比較か

ら，戦後は赤痢と下痢・腸炎とを残して，すべての季節

病の死亡流行期が冬季の移動した事実を見出した．この一

事実は外国においても見られるかどうかをたしかみるた二

めに欧米諸国のカレンダーを作ってみたその結果はす

べての季節病の流行期が冬に集中し夏季は空白状態を示1

すことがわかった．これらの事実から，文明国ほど早く

流行期が冬季に移動するのではないかという推論をたて：

てみた．

一
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